
令和７年８月 26 日 

奄美大島海区漁業調整委員会 

 

 

奄美大島海区漁業調整委員会指示第７―１号に基づくソデイカ採捕における 

漁具の制限の違反者への対応方針 

 

 

奄美大島海区漁業調整委員会（以下「委員会」という。）は，奄美大島海区漁

業調整委員会指示（以下「委員会指示」という。）第７―１号４に基づき，委員

会指示に違反した者への対応方針について，以下のとおり定める。 

 

 

１．委員会指示の適切な実施を図るため，委員会及び鹿児島県は，疑義情報に接

した場合等においては，調査・指導を行うとともに，当該指示の違反が認めら

れる場合には，速やかに奄美大島海区漁業調整委員会会長（以下「会長」とい

う。）に報告する。 

なお，漁業法第 157 条第 1 項に基づき，委員会として関係者に対して出頭

を求め，又は必要な報告を徴することについては，会長（又は会長職務代理）

一任とし，出頭や必要な報告を徴した場合，後日，委員会に報告するものとす

る。 

※ 必要に応じて，委員会及び鹿児島県は現地調査等を実施。 

 

２．会長は，上記１の報告を受け，漁業法第 120 条第８項に基づき鹿児島県知事

に対して指示に従うべきことを命じる旨の申請（裏付命令の申請）をする。 

裏付命令の申請に係る手続は会長（又は会長職務代理）一任とし，裏付命令

の申請をした場合，後日，委員会に報告するものとする。 



奄美大島海区漁業調整委員会指示

奄美大島海区漁業調整委員会指示第７－１号

奄美大島海区におけるソデイカの採捕を目的とする漁業について，漁業法（昭和24年法律第267

号）第120条第１項の規定に基づき，次のとおり指示する。

令和７年５月23日

奄美大島海区漁業調整委員会会長 茂野拓真

１ 定義

 この指示において，ソデイカはえ縄漁業とは，垂直に立てた道糸に擬餌針等をつけ，それを

幹縄で多数連結して，うきによって海面から吊るし，ソデイカを採捕する漁業をいう。

 この指示においてソデイカ旗流し漁業とは，垂直に立てた道糸に擬餌針等をつけ，それを旗

及び旗竿の標識をつけたうきによって海面から吊るしたものを１単位として流し，ソデイカを

採捕する漁業をいう。

２ ソデイカはえ縄漁業の禁止

奄美大島海区において，ソデイカはえ縄漁業の操業を禁止する。

３ 操業期間の制限

ソデイカ旗流し漁業は，毎年６月１日から10月31日までは操業してはならない。

４ 漁具の制限

ソデイカ旗流し漁業で使用する漁具を次のように制限する。

 最大高潮時海岸線から50海里以内の海域で操業することを目的とする場合，使用する漁船に

搭載する旗及び旗竿の数は，操業時の旗及び旗竿の亡失に対する予備数を含め，１漁船につき

30本以内とし，使用する旗及び旗竿の数も同数以内とする。

 最大高潮時海岸線から50海里を超える海域で操業することを目的とする場合，使用する漁船

に搭載する旗及び旗竿の数は，操業時の旗及び旗竿の亡失に対する予備数を含め，１漁船につ

き50本以内とし，使用する旗及び旗竿の数も同数以内とする。

５ 漁獲実績の報告

ソデイカ旗流し漁業を行う者が所属する漁業協同組合長は，委員会に漁獲実績を報告しなけれ

ばならない。

６ 遵守事項

ソデイカ旗流し漁業を行う者は，この指示に定めるもののほか，委員会が漁業調整上必要な事

項を指摘したときは，これを遵守しなければならない。

７ 取扱事項

この指示に定めるもののほか，操業の承認等に係る取扱いについては，別に定める「ソデイカ

漁業の承認取扱要領」によるものとする。

８ 指示の有効期間

この指示の有効期間は，令和７年６月１日から令和９年５月31日までとする。


